
 

 

 

 

 

「まちあるきガイドと辿るイザベラ・バードの旅（新潟県内編）」 

１ 趣旨（250 字以内） 

明治 11 年(1878) に、横浜・東京・日光・会津・新潟・山形・秋田・青森・北海道を旅し

た世界的旅行家、イザベラ・L・バード。彼女が残してくれた旅の記録をもとに、新潟県内

の各地まちあるきガイド団体が連携し、2019 年からまちあるきシリーズ「イザベラ・バー

ドが見た明治の新潟を歩く」を開催しています。 

バードの新潟での足どり(津川・新潟・木崎・中条)を、各地のまちあるき案内人によりリ

レー方式で紹介しながら、現地へ行きガイドと歩くまちあるきへといざないます。 

そして、テーマ型のマイクロツーリズムと地域連携の可能性を考えます。 

 

２ 曜日・時間 

  土曜日  午後１時 ～ 午後３時 

 

３ 講座コーディネーター（肩書・氏名） 

  新潟イザベラ・バード研究会 代表  伊藤 頼子 

 

４ プログラム・指導講師  全ての回に 講座コーディネーター: 伊藤 頼子 

回 月日 テーマ（25 字以内） 内容（60 字以内） 講師（肩書・氏名） 

1 
2/4 

(土) 

バードを癒した阿賀野川

の豊かな自然、津川と沢

海 

津川宿をめぐるまちあるきを中

心に、バードが絶賛した阿賀野

川の風景と、癒しの小阿賀野川

～信濃川の旅をご紹介します。 

阿賀町観光ガイド 

代表 薄 友一 

 

みるみる沢海まちあ

るきガイド 

 代表 伊藤 頼子 

2 
2/18 

(土) 

バードが記した開港場ニ

イガタの風景と現在 

バードは、新潟のまちの美し

さ、文化、仏教、教育、医療、

食や工芸も記録しています。湊

町ニイガタをバードと歩くまち

あるきをご紹介します。 

新潟シティガイド 

小野塚 昭美 

伊藤 頼子 

3 
2/25 

(土) 

バードは街道の宿場町を

かけぬけて木崎･中条へ 

新潟を発ち、バードは木崎から

人力車で中条を走り抜けます。

砂丘畑の風景、パーム医師との

再会、街道と宿場町をご紹介し

ます。 

北宝隊 

田辺 修一 

 

路地連胎内 

先川 幸宏 

 

令和４年度 市民大学特別講座プログラム (案) 
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